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►売上高・営業利益ともに過去最高を更新

►前年同期比、連結業績予想比ともに増収増益を確保
（売上高・営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益）

►AR/VR事業が事業開始以来初の通期での⿊字化達成

►自己株式取得を完了（99百万円）

►創業25周年記念配当を実施予定（記念配当５円）
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2024年９月期 決算トピックス



► ソリューション事業、コンサルティング事業、AR/VR事業において増収
► 販管費の効率的な使用により、販管費増加率を抑制
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2024年９月期連結経営成績サマリー

FY2023 FY2024 増減 増減率 増減要因等

売上高 11,501 13,219 1,718 14.9%
ソリューション事業: 対前年同期差 1,363百万円増
コンサルティング事業: 対前年同期差 200百万円増
AR/VR事業: 対前年同期差 158百万円増
その他: 対前年同期差 3百万円減

売上総利益
（売上高比率）

2,905
(25.3%)

3,322
(25.1%)

417
(△0.2P) 14.4% エンジニアの福利厚生強化

販売費及び
一般管理費
（売上高比率）

2,297
(20.0%)

2,493
(18.9%)

196
(△1.1P) 8.6% 福利厚生強化やオフィスのコスト増加などの一方、

販管費の効率的な使用により、増加率を抑制

営業利益
（売上高比率）

608
(5.3%)

829
(6.3%)

220
(+1.0P) 36.3%

経常利益
（売上高比率）

623
(5.4%)

860
(6.5%)

237
(+1.1P) 38.1% AR/VR専門家育成プログラム補助金

親会社株主に帰属する
当期純利益
（売上高比率）

461
(4.0%)

602
(4.6%)

140
(+0.6P) 30.5%

（単位：百万円）



► 売上高は毎年拡大、過去最高の売上高を達成
► 営業利益も販管費効率改善などにより、過去最高益を達成
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連結売上高・営業利益の推移
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► 福利厚生強化や東京オフィス関係のコスト増加
► 販管費の効率的な使用により、販管費増加率を抑制
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販売費及び一般管理費

FY2023 FY2024 増減 増減率 増減要因等

販売費 249 268 19 7.7%
採用広告費 202 195 △6 △3.3%
その他 47 72 25 54.9% 新規事業広告など

人件費 1,278 1,372 93 7.3% 福利厚生強化

経費 768 852 83 10.9%
システム関連費 95 109 13 14.2% インフラ整備対応

賃借料 197 225 28 14.6% 東京オフィス移転後コスト

減価償却費 60 89 29 49.1% 東京オフィス内装等

その他 415 427 11 2.9%
計 2,297 2,493 196 8.6%

（単位：百万円）



► ソリューション事業: 派遣業務が好調に推移し、増収増益
► コンサルティング事業: 増収の一方、外注費の増加等により減益
► AR/VR事業: 受注が好調に推移し増収、事業開始以来初の通期での⿊字化達成
► その他: 新規事業広告などにより減益
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事業セグメント別概況(連結サマリー)

（注）就労移行支援事業、再生医療導入支援事業等

FY2023 FY2024 増減 増減率

売上高 11,501 13,219 1,718 14.9%
ソリューション事業 10,339 11,702 1,363 13.2%
コンサルティング事業 809 1,009 200 24.7%
AR/VR事業 273 432 158 58.0%
その他（注） 78 75 △3 △4.4%

セグメント利益 608 829 220 36.3%
ソリューション事業 542 690 147 27.2%
コンサルティング事業 126 103 △22 △18.2%
AR/VR事業 △54 54 108 -%
その他（注） △6 △18 △11 -%

（単位：百万円）



► 派遣 ：派遣単価の上昇、退職率改善、在籍人数の増加により増収
► 請負等（注） ：IT請負は前期に大型案件があった反動減のため、

製造請負は半導体関連顧客で発生した部品供給不足等により減収
それぞれ下期より前年同期比で増加に転換
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ソリューション事業の概況

（注）製造請負、IT請負、その他

FY2023 FY2024 増減 増減率

売上高 10,339 11,702 1,363 13.2%

派遣 9,048 10,459 1,410 15.6%

請負等（注） 1,291 1,243 △47 △3.7%

セグメント利益 542 690 147 27.2％

（単位：百万円）



► 派遣単価：戦略的な最先端の教育研修等により大幅上昇
► 期末在籍エンジニア数：積極採用により大幅増加
► 稼働率：新卒エンジニアの早期稼働が進み、年間累計ではほぼ前期並みの着地
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ソリューション事業に関する主要業績指標
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①IT分野の強化
► 新規開拓等によりIT分野の売上高がさらに増加、新卒採用もIT分野に注力
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ソリューション事業の取り組み①

エンジニア職種別売上高構成
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ソリューション事業の取り組み②

エンジニア採用状況 （単位：人）

②エンジニア採用強化
► FY2024は新卒採用体制の強化、企業ブランディング施策の強化等の結果、

新卒・中途採用者数397名を採用
► FY2025も新卒採用は重点的に取り組みつつ、リーダー層の確保に向けて、新卒エ

ンジニアの育成、稼働早期化と経験者採用による即戦力人材獲得の両立を目指す
► FY2024実績並みの計390名のエンジニア採用を計画

142
241

300 289
83

99
97 101

225

340
397 390

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
（計画）新卒 中途

1,546 
1,719 

1,967 
2,187 

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
(計画)

在籍エンジニア数 （単位：人）



230 

395 

532 503 
460 

285 
384 

533 

769 767 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

製造請負 IT請負

③請負業務強化
► 製造請負は半導体関連顧客で発生した部品供給不足により減少
► IT請負は下期に請負受注が進捗し、ほぼ前期並みの水準で着地
► 請負業務はOJT環境の拡大と収益力向上のため、今後も強化
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ソリューション事業の取り組み③

請負業務の売上高
（単位：百万円）



► ITコンサルティング ：各モジュール別チームや開発チームの強化により、
SAP S/4 HANA及びSAP以外のERPの導入案件が増加

► HRコンサルティング ：人事コンサル・教育研修案件の売上高が減少
► セグメント利益 ：売上高増加の一方、外注費の増加により減益
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コンサルティング事業の概況

FY2023 FY2024 増減 増減率

売上高 809 1,009 200 24.7%

ITコンサルティング 767 968 201 26.2%

HRコンサルティング 41 40 △0 △2.4%

セグメント利益 126 103 △22 △18.2%

（単位：百万円）



► AR/VR ：ソリューション事業の顧客基盤活用、展示会出展による新規顧客
の獲得など積極的な販促活動の結果、産業向けAR/VRコンテンツ
開発、教育機関向けのメタバースを活用した教育システムの開発、
防災・防衛・ドローン関連のAR/VRシミュレーター等を受注
案件の大型化、リピート受注が進展

► AI関連 ：前年下期に大型案件があったため減収となったものの、AIを活用
した業務効率化システム開発などを受注

► セグメント利益：事業の拡大により初めて通期で⿊字に転換
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AR/VR事業の概況

FY2023 FY2024 増減 増減率

売上高 273 432 158 58.0%

AR/VR 237 408 171 72.1%

AI関連 36 24 △12 △33.9%

セグメント利益 △54 54 108 -%

（単位：百万円）



► 就労移行支援事業等 ：就職決定による一時的な利用者減少等により売上高減少
► セグメント損失 ：就労移行支援事業等は報酬単価改善等で増益の一方、

新規事業広告などにより減益
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その他事業の概況

FY2023 FY2024 増減 増減率

売上高 78 75 △3 △4.4%

就労移行支援事業等 63 61 △1 △3.0%

再生医療導入支援事業等 15 13 △1 △10.0%

セグメント損失 △6 △18 △11 -%

（単位：百万円）



► 現金及び預金の増加、売上債権の増加等による流動資産の増加
► 未払法人税等の増加等による流動負債の増加
► 親会社株主に帰属する当期純利益計上による純資産の増加
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連結財政状態

FY2023 FY2024 増減 増減率 要因
流動資産 4,233 4,780 547 12.9%

現金及び預金 2,615 2,812 196 7.5% 連結キャッシュフロー状況参照

売上債権 1,516 1,852 336 22.2%
固定資産 775 870 94 12.2% 投資有価証券の増加 150百万円

資産合計 5,008 5,650 642 12.8%
流動負債 1,666 2,035 369 22.2%

未払金 932 944 11 1.2%
未払法人税等 37 210 172 463.1%

固定負債 31 29 △1 △6.1%

純資産 3,311 3,586 274 8.3%
当期純利益計上 602百万円
配当金支払 △223百万円
自己株式の取得/処分 △81百万円

負債純資産合計 5,008 5,650 642 12.8%

自己資本比率 65.6% 63.1% △2.5%

（単位：百万円）



► 税金等調整前当期純利益の計上等により営業キャッシュフローが増加
► 投資有価証券の取得等により投資キャッシュフローが減少
► 配当金の支払、自己株式取得等により財務キャッシュフローが減少
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連結キャッシュフロー状況

FY2023 FY2024 要因

営業キャッシュフロー 445 745 税金等調整前当期純利益 799百万円
売上債権の増加 △336百万円

投資キャッシュフロー △347 △224 投資有価証券の取得による支出 △150百万円

財務キャッシュフロー △213 △323 配当金の支払額 △222百万円
自己株式の取得による支出 △100百万円

キャッシュ増減 △116 196

キャッシュ期末残高 2,615 2,812

（単位：百万円）
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2025年９月期連結業績予想サマリー

（単位：百万円）

FY2024
実績

FY2025
業績予想 増減 増減率 要因

売上高 13,219 14,800 1,581 12.0%
ソリューション事業 11,702 13,292 1,590 13.6% 採用強化等による稼働人数増加

コンサルティング事業 1,009 933 △76 △7.5% 収益基盤の再構築により、利益率の改善を
図る

AR/VR事業 432 476 44 10.2%
その他 75 97 22 29.3%

売上総利益
(売上高比率)

3,322
(25.1%)

3,867
(26.1%)

545
(+1.0P) 16.4% 派遣単価上昇等により売上総利益率が増加

販売費及び一般管理費
(売上高比率)

2,493
(18.9%)

2,817
(19.0%)

324
(+0.1P) 13.0% 人件費増加

中途採用強化による採用広告費の増加等

営業利益
(売上高比率)

829
(6.3%)

1,050
(7.1%)

221
(+0.8P) 26.7%

経常利益
(売上高比率)

860
(6.5%)

1,080
(7.3%)

220
(+0.8P) 25.4%

親会社株主に帰属する
当期純利益
(売上高比率)

602
(4.6%)

723
(4.9%)

121
(+0.3P) 20.0%

► ソリューション事業、AR/VR事業を中心に増収を計画
► コンサルティング事業は、収益基盤の再構築により、利益率の改善を図る



☐ FY2024自己株式の取得結果
▪ 取得総額 ：99百万円
▪ 取得完了日：2024年８月26日

☐ FY2024配当予定
▪ １株当たり30円
（普通配当：25円、創業25周年記念配当：５円）

☐ FY2025配当予想
▪ １株当たり35円
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株主還元
事業拡大に必要な内部留保とのバランスを勘案した

継続的かつ安定的な株主還元を実施する方針
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► デジタル人材関連サービス市場は右肩上がりの予測

23
矢野経済研究所調べ「プレスリリース・デジタル人材関連サービス市場に関する調査を実施（2024年）」

単位：億円
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► 全ての従業員規模カテゴリーで、大半がDX推進人材不足と回答
► 特に、1,001人以上の企業では、93.3%が人材不足を感じている状況

24
IPA「DX動向2024（データ集） 3-5. DXを推進する人材の「量」の確保（従業員規模別）」

市場環境：DX推進人材の過不足状況調査結果

《従業員規模別》
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今後３年間の成⻑戦略(競争力のある利益水準へ)
► ソリューション事業
► コンサルティング事業

► AR/VR/AI開発
► M＆A/戦略的業務提携
► その他新規事業展開

事業の根幹

成⻑ドライバー

営業利益率10%へ
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当社グループの中期方針
❶ エンジニア採用数の維持・拡大、退職防止策による人材確保

・今後もエンジニアの採用、特に新卒採用には重点的に取り組む方針
・リーダー層確保に向けて、新卒者の育成と即戦力人材獲得の組み合わせを重視
・処遇改善や健康経営による働きやすい環境作りを行い、退職防止に取り組む

❷ AR/VR事業の拡大
・課題解決力のあるAR/VR人材300名、AI人材100名の確保へ向け育成プランを進行
・人材育成によってAR/VR/AI派遣に加え、受託開発のサービス拡大・プロダクト創出
・企画提案力の向上と最先端技術領域での業務提携により、収益事業として利益拡大

❸ 利益水準の向上、拡大
・中期的には、業界内において競争力のある利益水準を確保する方針
・今後３年間において、営業利益率10％を目指す



► 経済産業省と日本健康会議が共同で選定する
「健康経営優良法人2024（大規模法人部門）」に認定。
2023年より２年連続の認定を受ける。

27

健康経営宣言に基づく企業価値の向上

全女性社員対象の健診内容拡充
(乳がん検診、子宮頸がん検診)

女性社員向け健康管理セルフケア研修

女性社員特有の健康関連課題に対応する相談窓口設置

ワークライフバランスの推進 仕事と介護の両立支援(介護に関するワンストップ相談窓口)

定期的な社内イベントの開催

オフィス環境の整備、ファシリティの充実

付加健診(生活習慣病予防)

腫瘍マーカー検査(PSA)オプション

⻭科検診費用補助

従業員の家族（被扶養者）向けの
取り組み 扶養家族の婦人科健診を含む健診費用の補助

テーマ 当社の主な施策
(計画を含む)

女性特有の健康関連課題に関する
取り組み

職場の活性化
コミュニケーション促進に向けた
取り組み

健診・検診等の活用・推進

女性活躍に向けた
環境整備強化

2024年10月より
「まんねん」導入

東京オフィス整備

第37回日経ニューオフィス賞
「ニューオフィス推進賞」受賞

（2024年８月）



► 介護と仕事の両立を支援する
プラットフォーム「まんねん」
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健康経営宣言に基づく企業価値の向上
► 第37回日経ニューオフィス賞

「ニューオフィス推進賞」受賞
(東京オフィス)

介護問題に関する情報提供や相談対応、
定期的なセミナー開催等、幅広いサービス提供

ワンストップで介護問題を抱える社員の様々な
悩みの解決・軽減を図る

クリエイティブで創造性を高める働き方を誘発する
環境になっていて、快適で機能的かつ精神的にゆと
りを感じるような場になっているオフィスを表彰
応募総数153件の中から16件が選定され、
その中の１件として当社の東京オフィスが受賞

職場の活性化、コミュニケーションの促進を図り、
さらに企業ブランディング、営業・採用戦略に活用

AR/VR事業における
受注促進への寄与、
新卒採用における内
定承諾後辞退率の低
下等、一定の効果が
出ていると見られる
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AR/VR事業の中期ビジョン

新たな収益基盤の確立へ

産業、医療、教育機関、
観光分野向けAR/VR/AI
開発によるｻｰﾋﾞｽ拡大、

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ創出

産業向けAR/VR/AI
開発の実績積み上げ

セグメント利益
⿊字化/⿊字定着

課題解決力のある
AR/VR人材300名、
AI人材100名の確立

AR/VR/AI人材の
教育及び人材確保

AR/VR/AI開発の
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略を確立
・大型展示会への出展
・既存事業とのｼﾅｼﾞｰを生かした

営業戦略

AR/VR/AI人材の
育成環境を確立

・ｱｶﾃﾞﾐｰ運営
・eﾗｰﾆﾝｸﾞ等を利用した教育体制

► 市場の拡大、ニーズ顕在化とともに当社のAR/VR事業を拡大
FY2023~

FY2024~

FY2025~

ニーズ顕在化に備えた
実働人材の確保



► 採用と教育により、最先端技術（AR/VR/AI）を保有する人材を確保
► シフトアップを通じて、高付加価値案件に従事するエンジニア数を拡大
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最先端技術エンジニア数最先端研修受講者数

AR/VRエンジニア数
（2024年9月末）

235名

AIエンジニア数
（2024年9月末）

55名

AR/VR研修受講者数
（2022-2024年新卒エンジニア累計）

176名

AI研修受講者数
（2022-2024年新卒エンジニア累計）

263名

最先端技術(AR/VR/AI)分野のエンジニア育成

最先端技術の教育機会の提供 開発実績の積み上げ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ創出
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AR/VR開発案件事例①
► 株式会社カワニシバークメド：医療機関向け自動精算機の販売促進XRを開発

※詳細プレスリリース： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000045.000106092.html

MRを活用した操作体験
＆設置シミュレーション

アプリ不要のWebARを活用した
試し置きARコンテンツ

WebARでの開発により、アプ
リインストールの手間いらず

スマートフォンで手軽に試し
置き、リアルな設置イメージ
チェックが可能

MRゴーグルのみで実機と同じ
操作体験、配置テストが可能

商談時の実機デモの効率が大
幅改善、コスト削減に貢献

（実機デモ要員：2名⇒1名）

体験的でエンターテインメン
ト性のある紹介が可能

今までにないWEBコンテンツ
で競合他社と差別化

24時間365日稼働する
WEBバーチャルショールーム
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AR/VR開発案件事例②
► 株式会社レオン・インターナショナル：アパレル業界特化のメタバース開発

※詳細プレスリリース： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000041.000106092.html

 デジタル化が加速するアパレル業界での新たなプロモーション手段として、ブランドの世界観や企業の魅
力を没入感のある体験で消費者に効果的に伝えることができる、メタバースを活用したコンテンツを開発

 会社説明会の開催や簡易面接の実施、企業のリアルな働き方や社風を感じることができる環境を提供し、
消費者だけでなく、求職者と求人者のカジュアルなコミュニケーションの場としても利用可能
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AI開発案件事例①
► 生成AIを活用したシステム開発案件事例

タレントAIチャットボット

ドキュメントの作成や管理

タレントの声や写真のデータから、まるでその人と話
しているかのような体験が可能。
現在は大手芸能プロダクションと協業し、介護施設向
けの実証事業に参画中。

生成AIを活用し、文書の自動作成や編集、分類・整
理・検索を効率的に行い、業務プロセスを最適化。
報告書や設計書のドラフトを簡単に作成可能。
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AI開発案件事例②
► その他AIシステム開発案件事例

＜信頼あるベンダーとも協業し、課題・予算に合わせ最適なソリューションを提供＞
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► 産業用リモートセンシングサービスの企画・開発・販売を行う、
テクノロジースタートアップに出資

 専門知識なしで高品質な地形データを自動生
成できる、ドローン測量によるDXサービス
「KUMIKI」を開発

 建設業、林業、農業、防災、地図作成や再エ
ネ領域などで、圧倒的な効率化が可能

 建設DX推進人材育成研修カリキュラムを保有

出資に加え、以下の協業を推進する
①当社の最先端技術の教育ノウハウと融合して

教育事業を拡大
②建設業向けアウトソーシング事業の強化
③顧客ニーズの深耕と共同事業化に向けた検討

順次協業領域を拡大、両社の収益性向上を目指す

スカイマティクス社との資本業務提携



☐ 免責事項

・この資料は皆様の参考に資するため、株式会社エスユーエス（以下、「当社」という。）の
現状をご理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。

・当資料に記載された内容は、現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢及び
当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の
事由により､予告なしに変更される可能性があります。

☐ 将来見通しに関する注意事項

・本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。
これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的に
これらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

・それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といっ
た一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。

・今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる
「見通し情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。
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免責事項および将来見通しに関する注意事項


